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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 1 月 1 0 日 ( 2 0 2 1 . 1 1 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ と 、
前 記 モ ー タ を 収 容 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ 、 工 具 を 保 持 可 能 な 工 具 保 持 部 と 、 を 備 え 、
前 記 工 具 は 、 前 記 工 具 保 持 部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 第 １ 方 向 に 延 び る 軸 心 を 有 す る 第  
１ 軸 部 及 び 第 ２ 方 向 に 延 び る 軸 心 を 有 す る 第 ２ 軸 部 を 有 し 、
前 記 工 具 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 軸 部 と 係 合 可 能 な 第 １ 保 持 部 と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 前  
記 第 ２ 方 向 に 相 対 移 動 可 能 で あ っ て 前 記 第 ２ 軸 部 と 係 合 す る 第 ２ 保 持 部 と 、 を 有 し 、
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 相 対 移 動 に よ っ て 、 前 記 第 ２ 軸 部 と 係 合 す る 保 持 位 置 と 、 前 記 第  
２ 軸 部 か ら 離 間 し た 退 避 位 置 と に 位 置 を 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 保 持 位 置 に 位 置 す る 場 合 に は 前 記 第 １ 保 持 部 と 協 働 し て 前 記 工 具  
を 取 外 し で き な い よ う に 保 持 す る と と も に 、 前 記 退 避 位 置 に 位 置 す る 場 合 に は 前 記 工 具 保  
持 部 か ら 前 記 工 具 を 取 外 す こ と が 可 能 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 動 力  
工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ 保 持 部 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ と は 別 体 の 弾 性 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 保 持 部 と は 異 な る 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 工 具 が 前 記 工 具 保 持  
部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 前 記 第 ２ 軸 部 の 少 な く と も 一 部 を 周 方 向 全 域 に 亘 り 取 り 囲 み  
前 記 第 １ 保 持 部 と 協 働 し て 前 記 工 具 を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ 、
前 記 第 １ 保 持 部 と 前 記 工 具 と を 前 記 第 １ 方 向 に 相 対 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 工 具 を 前  
記 第 １ 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と が 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載  
の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 工 具 が 前 記 工 具 保 持 部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン  
グ に 対 す る 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 方 向 の 移 動 を 許 容 す る と と も に 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心 を 中 心  
と し た 回 動 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 工 具 が 前 記 工 具 保 持 部 に  
保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 方 向 の 移 動 を 規 制  
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す る と と も に 、 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心 を 中 心 と し た 回 動 を 規 制 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ３ に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ 保 持 部 を 前 記 退 避 位 置 か ら 前 記 保 持 位 置 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 工 具 を 前  
記 第 ２ 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 動 力 工 具  
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 軸 部 が 挿 入 可 能 な 円 筒 状 に 構 成 さ れ 、
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 軸 部 が 前 記 第 １ 保 持 部 に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記 保 持 位 置 と
前 記 退 避 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 保 持 位 置 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 前 記 工  
具 の 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 の 移 動 及 び 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心 を 中 心 と し た 回  
動 を 規 制 可 能 な 位 置 で あ り 、 前 記 退 避 位 置 は 前 記 第 ２ 軸 部 と 離 間 す る 位 置 で あ る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ に は 、 突 起 が 設 け ら れ 、
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 別 体 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 突 起 の 突  
出 方 向 に 開 口 す る と と も に 前 記 突 起 を 受 入 れ て 固 定 す る 第 １ 開 口 が 形 成 さ れ た 被 保 持 部 と  
、 前 記 突 出 方 向 に 開 口 す る と と も に 前 記 第 ２ 軸 部 の 少 な く と も 一 部 を 受 け 入 れ る 第 ２ 開 口  
が 形 成 さ れ た 保 持 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 自 己 の 弾 性 力 に よ り 、 又 は 外 部 か ら の 付 勢 力 を 受 け て 前 記 ハ ウ ジ ン グ  
に 対 し て 前 記 保 持 位 置 と 前 記 退 避 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７  
に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ 開 口 と 前 記 第 ２ 開 口 と は 、 同 方 向 に 開 口 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の  
動 力 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 保 持 位 置 に お い て 前 記 第 ２ 開 口 が 開 口 す る 方 向 と 、 前 記 退 避 位 置 に お い て 前 記 第 ２ 開  
口 が 開 口 す る 方 向 と は 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 先 端 工 具 が 着 脱 可 能 な 先 端 工 具 着 脱 部 を 、 さ ら に 有 し 、
前 記 工 具 は 、 前 記 先 端 工 具 及 び 前 記 先 端 工 具 を 前 記 先 端 工 具 着 脱 部 に 対 し て 取 付 け ・ 取 外  
し す る た め の 取 替 工 具 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １  
０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 先 端 工 具 が 着 脱 可 能 な 先 端 工 具 着 脱 部 を 、 さ ら に 有 し 、
前 記 工 具 は 、 前 記 先 端 工 具 及 び 前 記 先 端 工 具 を 前 記 先 端 工 具 着 脱 部 に 対 し て 取 付 け ・ 取 外  
し す る た め の 取 替 工 具 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ り 、
前 記 先 端 工 具 は そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 に 延 び る 第 １ 先 端 工 具 軸 と 第 ２ 先 端 工 具 軸 と を 有 し 、  
前 記 取 替 工 具 は そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 に 延 び る 第 １ 取 替 工 具 軸 と 第 ２ 取 替 工 具 軸 と を 有 し 、
前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 先 端 工 具 軸 と 前 記 第 １ 取 替 工 具 軸 と の 少 な く と も い ず れ か 一  
方 を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 期 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 第 ２ 先 端 工 具 軸 と 前 記 第 ２ 取 替 工 具 軸  
と の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ３  
乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 動 力 工 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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上 記 構 成 の 動 力 工 具 に よ れ ば 、 第 １ 方 向 視 に お い て 工 具 の 第 ２ 軸 部 の 軸 心 と 第 ２ 保 持 部 と  
が 重 な る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 先 端 工 具 や 取 替 工 具 等 の 工 具 の 第 １ 方 向 に 直 交 す る  
方 向 へ の 移 動 が 第 １ 保 持 部 に よ り 規 制 さ れ た 状 態 に お い て 第 ２ 保 持 部 に よ り 工 具 の 第 １ 方  
向 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。 こ の た め 、 作 業 中 に 動 力 工 具 本 体 に 振 動 が 発 生 し た 場 合 に お い  
て も 、 工 具 が 工 具 保 持 部 か ら 脱 落 し て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 構 成 に お い て 、 前 記 第 １ 保 持 部 と 前 記 第 ２ 保 持 部 と は 、 少 な く と も 一 方 が 前 記 ハ ウ ジ  
ン グ に 対 し て 相 対 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 前 記 相 対 移 動 に よ っ て 、 前 記 軸 心 と の 重 な  
り 合 い 状 態 を 解 除 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。
本 発 明 は さ ら に 、 モ ー タ と 、 前 記 モ ー タ を 収 容 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 設 け  
ら れ 、 工 具 を 保 持 可 能 な 工 具 保 持 部 と 、 を 備 え 、 前 記 工 具 は 、 前 記 工 具 保 持 部 に 保 持 さ れ  
た 状 態 に お い て 第 １ 方 向 に 延 び る 軸 心 を 有 す る 第 １ 軸 部 及 び 第 ２ 方 向 に 延 び る 軸 心 を 有 す  
る 第 ２ 軸 部 を 有 し 、 前 記 工 具 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 軸 部 と 係 合 可 能 な 第 １ 保 持 部 と 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に 対 し て 前 記 第 ２ 方 向 に 相 対 移 動 可 能 で あ っ て 前 記 第 ２ 軸 部 と 係 合 す る 第 ２ 保 持  
部 と 、 を 有 し 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 相 対 移 動 に よ っ て 、 前 記 第 ２ 軸 部 と 係 合 す る 保 持  
位 置 と 、 前 記 第 ２ 軸 部 か ら 離 間 し た 退 避 位 置 と に 位 置 を 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 前 記  
第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 保 持 位 置 に 位 置 す る 場 合 に は 前 記 第 １ 保 持 部 と 協 働 し て 前 記 工 具 を 取  
外 し で き な い よ う に 保 持 す る と と も に 、 前 記 退 避 位 置 に 位 置 す る 場 合 に は 前 記 工 具 保 持 部  
か ら 前 記 工 具 を 取 外 す こ と が 可 能 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 動 力 工 具  
を 提 供 し て い る 。
上 記 構 成 に お い て 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ と は 別 体 の 弾 性 体 で あ る こ と が 好 ま  
し い 。
ま た 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 保 持 部 と は 異 な る 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 工 具 が 前 記 工  
具 保 持 部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 前 記 第 ２ 軸 部 の 少 な く と も 一 部 を 周 方 向 全 域 に 亘 り 取  
り 囲 み 前 記 第 １ 保 持 部 と 協 働 し て 前 記 工 具 を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ 保 持 部 と 前 記  
工 具 と を 前 記 第 １ 方 向 に 相 対 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 工 具 を 前 記 第 １ 保 持 部 に 保 持 さ  
せ る こ と が 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 工 具 が 前 記 工 具 保 持 部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 方 向 の 移 動 を 許 容 す る と と も に 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心  
を 中 心 と し た 回 動 を 許 容 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 工 具 が 前 記 工 具 保  
持 部 に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 方 向 の 移 動  
を 規 制 す る と と も に 、 前 記 工 具 の 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心 を 中 心 と し た 回 動 を 規 制 す る よ う に  
構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 第 ２ 保 持 部 を 前 記 退 避 位 置 か ら 前 記 保 持 位 置 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 工  
具 を 前 記 第 ２ 保 持 部 に 保 持 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 第 １ 軸 部 が 挿 入 可 能 な 円 筒 状 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部  
は 、 前 記 第 １ 軸 部 が 前 記 第 １ 保 持 部 に 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記 保 持 位 置 と 前 記 退 避 位 置 と  
の 間 で 移 動 可 能 で あ り 、 前 記 保 持 位 置 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 前 記 工 具 の 前 記 ハ ウ ジ  
ン グ に 対 す る 前 記 第 １ 方 向 の 移 動 及 び 前 記 第 １ 軸 部 の 軸 心 を 中 心 と し た 回 動 を 規 制 可 能 な  
位 置 で あ り 、 前 記 退 避 位 置 は 前 記 第 ２ 軸 部 と 離 間 す る 位 置 で あ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に は 、 突 起 が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 別 体  
に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 突 起 の 突 出 方 向 に 開 口 す る と と も に 前 記 突 起 を 受 入  
れ て 固 定 す る 第 １ 開 口 が 形 成 さ れ た 被 保 持 部 と 、 前 記 突 出 方 向 に 開 口 す る と と も に 前 記 第  
２ 軸 部 の 少 な く と も 一 部 を 受 け 入 れ る 第 ２ 開 口 が 形 成 さ れ た 保 持 部 と 、 を 有 す る こ と が 好  
ま し い 。
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ま た 、 前 記 第 ２ 保 持 部 は 、 自 己 の 弾 性 力 に よ り 、 又 は 外 部 か ら の 付 勢 力 を 受 け て 前 記 ハ ウ  
ジ ン グ に 対 し て 前 記 保 持 位 置 と 前 記 退 避 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 第 １ 開 口 と 前 記 第 ２ 開 口 と は 、 同 方 向 に 開 口 す る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 保 持 位 置 に お い て 前 記 第 ２ 開 口 が 開 口 す る 方 向 と 、 前 記 退 避 位 置 に お い て 前 記  
第 ２ 開 口 が 開 口 す る 方 向 と は 互 い に 異 な る こ と が 好 ま し い 。
  ま た 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 先 端 工 具 が 着 脱 可 能 な 先 端 工 具 着 脱 部 を 、 さ ら に 有  
し 、 前 記 工 具 は 、 前 記 先 端 工 具 及 び 前 記 先 端 工 具 を 前 記 先 端 工 具 着 脱 部 に 対 し て 取 付 け ・  
取 外 し す る た め の 取 替 工 具 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 支 持 さ れ 、 先 端 工 具 が 着 脱 可 能 な 先 端 工 具 着 脱 部 を 、 さ ら に 有 し  
、 前 記 工 具 は 、 前 記 先 端 工 具 及 び 前 記 先 端 工 具 を 前 記 先 端 工 具 着 脱 部 に 対 し て 取 付 け ・ 取  
外 し す る た め の 取 替 工 具 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 で あ り 、 前 記 先 端 工 具 は そ れ ぞ れ 異 な  
る 方 向 に 延 び る 第 １ 先 端 工 具 軸 と 第 ２ 先 端 工 具 軸 と を 有 し 、 前 記 取 替 工 具 は そ れ ぞ れ 異 な  
る 方 向 に 延 び る 第 １ 取 替 工 具 軸 と 第 ２ 取 替 工 具 軸 と を 有 し 、 前 記 第 １ 保 持 部 は 、 前 記 第 １  
先 端 工 具 軸 と 前 記 第 １ 取 替 工 具 軸 と の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ 、 前  
期 第 ２ 保 持 部 は 、 前 記 第 ２ 先 端 工 具 軸 と 前 記 第 ２ 取 替 工 具 軸 と の 少 な く と も い ず れ か 一 方  
を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
第 ２ 保 持 部 ７ ２ は 、 第 １ 保 持 部 と 異 な る 位 置 に 設 け ら れ 、 第 １ 保 持 部 ７ １ と 協 働 し て 六 角  
レ ン チ Ｑ を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 保 持 部 ７ ２ は 、 耐 熱 性 の 高 い 熱 硬 化 性 の 樹 脂  
等 の 弾 性 体 で あ り 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ と 別 体 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 保 持 部 ７ ２ は 、 左  
右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 及 び 上 下 方 向 の 長 さ よ り も 短 い 略 扁 平 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま  
た 、 第 ２ 保 持 部 ７ ２ は 、 下 方 に 向 か う に つ れ て 僅 か に 先 細 る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま  
り 、 第 ２ 保 持 部 ７ ２ の 上 部 の 前 後 方 向 の 長 さ は 、 下 部 の 前 後 方 向 の 長 さ よ り も 長 い 。 ま た  
、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 ２ 保 持 部 ７ ２ の 上 端 の 形 状 は 、 本 体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ の 凹 部 ２ １ Ｄ  
の 窪 む 形 状 と 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 図 １ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 保 持 部 ７ ２ は  
、 そ の 上 部 が 本 体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ の 凹 部 ２ １ Ｄ に 収 容 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 保 持  
部 ７ ２ の 本 体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ に 対 す る 必 要 以 上 の 変 形 が 抑 制 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 第 ２ 保 持 部 ７ ２ に は 、 被 保 持 部 ７ ２ Ａ と 、 保 持 部 ７ ２ Ｂ と を 有 し て い る 。 第 ２ 保 持 部 ７  
２ は 、 本 発 明 に お け る 「 第 ２ 保 持 部 」 の 一 例 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
保 持 部 ７ ２ Ｂ は 、 第 ２ 保 持 部 ７ ２ の 下 部 を な し 、 第 ２ 穴 ７ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 穴  
７ ２ ｂ は 、 保 持 部 ７ ２ Ｂ を 左 右 方 向 に 貫 通 し て い る 。 言 い 換 え る と 、 第 ２ 穴 ７ ２ ｂ は 、 第  
１ 穴 ７ ２ ａ と 同 方 向 に 延 び て い る 。 こ の た め 、 一 体 品 （ 単 一 部 品 ） と し て 作 成 さ れ る 工 具  
保 持 部 ７ の 第 ２ 保 持 部 ７ ２ に 第 １ 穴 ７ ２ ａ 及 び 第 ２ 穴 ７ ２ ｂ を 形 成 し や す く な り 、 工 具 保  
持 部 ７ の 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。 第 ２ 穴 ７ ２ ｂ の 内 径 は 、 第 １ 穴 ７ ２ ａ  
の 内 径 よ り も 僅 か に 大 き く 構 成 さ れ て い る 。 保 持 部 ７ ２ Ｂ は 、 本 発 明 に お け る 「 保 持 部 」  
の 一 例 で あ る 。 第 ２ 穴 ７ ２ ｂ は 、 本 発 明 に お け る 「 第 ２ 開 口 」 の 一 例 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ４ （ ｃ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 六 角 レ ン チ Ｑ が 工 具 保 持 部 ７ に 保 持 さ れ た 状 態 に お い  
て 、 軸 心 Ｑ ３ は 上 下 方 向 に 延 び て い る 。 ま た 、 六 角 レ ン チ Ｑ が 工 具 保 持 部 ７ に 保 持 さ れ た  
状 態 に お い て 、 軸 心 Ｑ ４ は 左 右 方 向 に 延 び て い る 。 上 下 方 向 は 本 発 明 に お け る 「 第 １ 方 向  
」 の 一 例 で あ り 、 左 右 方 向 は 本 発 明 に お け る 「 第 ２ 方 向 」 の 一 例 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ３ 】
電 池 パ ッ ク Ｂ が 本 体 ハ ウ ジ ン グ ２ １ の 電 池 装 着 部 ２ １ Ｃ に 装 着 さ れ て い る 状 態 で 、 作 業 者  
が ス ラ イ ド ス イ ッ チ ２ １ Ａ を 操 作 し 、 メ イ ン ス イ ッ チ ４ ２ が オ ン さ れ る と 、 電 池 パ ッ ク Ｂ
の 電 力 が モ ー タ ３ に 供 給 さ れ 、 モ ー タ ３ の 回 転 軸 ３ １ が 回 転 す る 。 こ れ に 対 し て 、 ス ラ イ  
ド ス イ ッ チ ２ １ Ａ が 操 作 さ れ て メ イ ン ス イ ッ チ ４ ２ が オ フ さ れ る と 、 電 池 パ ッ ク Ｂ の 電 力  
は モ ー タ ３ に 供 給 さ れ な く な り 、 モ ー タ ３ の 回 転 軸 ３ １ は 停 止 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ １ 】
工 具 保 持 部 １ ７ に 六 角 レ ン チ Ｑ を 取 り 付 け る 場 合 、 作 業 者 は 、 六 角 レ ン チ Ｑ の 第 １ 軸 Ｑ １  
が 第 １ 保 持 部 ７ １ に 保 持 さ れ た 状 態 で 六 角 レ ン チ Ｑ を 第 １ 軸 Ｑ １ の 軸 心 Ｑ ３ を 中 心 に 回 動  
さ せ る 。 図 ５ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 軸 Ｑ ２ は 、 弁 部 １ ７ ２ Ｃ を 弾 性 変 形 さ せ つ つ  
弁 部 １ ７ ２ Ｃ を 通 過 し て 、 溝 １ ７ ２ ｂ の 奥 へ 進 入 す る 。 第 ２ 軸 Ｑ ２ が 通 過 し た あ と 、 弁 部  
１ ７ ２ Ｃ の 形 状 は 弾 性 変 形 前 の 形 状 に 戻 る 。 こ れ に よ り 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、  
六 角 レ ン チ Ｑ の 第 １ 軸 Ｑ １ の 軸 心 Ｑ ３ を 中 心 と し た 回 動 が 規 制 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ７ 】
第 ２ 変 形 例 に お い て も 、 六 角 レ ン チ Ｑ が 工 具 保 持 部 ２ ７ に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 上 下  
方 向 視 に お い て 第 ２ 軸 部 Ｑ ２ の 軸 心 Ｑ ４ と 第 ２ 保 持 部 ２ ７ ２ と が 重 な る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 こ の た め 、 六 角 レ ン チ Ｑ の 上 下 方 向 に 直 交 す る 方 向 へ の 移 動 が 第 １ 保 持 部 ７ １ に よ  
り 規 制 さ れ た 状 態 に お い て 第 ２ 保 持 部 ２ ７ ２ に よ り 六 角 レ ン チ Ｑ の 上 下 方 向 へ の 移 動 が 規  
制 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 作 業 中 に 振 動 工 具 １ 本 体 に 振 動 が 発 生 し た 場 合 に お い て も 、  
六 角 レ ン チ Ｑ が 工 具 保 持 部 ２ ７ か ら 脱 落 し て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ２ 】
図 ７ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 六 角 レ ン チ Ｑ の 第 １ 軸 Ｑ １ は 、 そ の 先 端 部 が 第 ２ 円 筒 部 ３  
７ １ Ｂ 内 に 収 容 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 保 持 部 ３ ７ １ に 保 持 さ れ る 。 当 該 第 １ 軸 Ｑ １ が 第  



10

20

30

40

50

JP WO2020/230591 A5 2022.2.9(6)

１ 保 持 部 ３ ７ １ に よ り 保 持 さ れ た 状 態 を 解 除 す る 場 合 に お い て 、 作 業 者 は 、 図 ７ （ ｂ ） に  
示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 円 筒 部 ３ ７ １ Ｂ を 付 勢 部 材 ３ ７ １ Ｃ の 付 勢 力 に 抗 し て 押 し 上 げ る 。  
第 ２ 円 筒 部 ３ ７ １ Ｂ が 上 方 へ 退 避 す る こ と に よ り 、 第 １ 軸 Ｑ １ が 第 １ 保 持 部 ３ ７ １ に よ り  
保 持 さ れ た 状 態 が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 保 持 部 ３ ７ １ に よ る 六 角 レ ン チ Ｑ に 対 す  
る 右 方 向 移 動 の 規 制 が 無 く な る の で 、 作 業 者 は 、 六 角 レ ン チ Ｑ を 工 具 保 持 部 ３ ７ か ら 取 り  
外 す こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 作 業 者 が 第 ２ 円 筒 部 ３ ７ １ Ｂ か ら 手 を 離 す こ と に よ り 、 第  
２ 円 筒 部 ３ ７ １ Ｂ は 、 付 勢 部 材 ３ ７ １ Ｃ の 付 勢 力 に よ り 下 方 に 移 動 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ２ 】
次 に 、 作 業 者 は 、 図 ９ （ ａ ） 中 に 矢 印 Ｘ ６ で 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 軸 Ｑ ２ を そ の 先 端 か ら  
第 ２ 穴 ２ ２ １ ｂ に 挿 通 す る 。 こ の と き に 、 Ｏ リ ン グ ２ ２ １ は 、 自 己 の 弾 性 復 元 力 に よ り 、  
保 持 位 置 に 向 か っ て 回 動 す る か の 如 く 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 作 業 者 は 、 第 ２ 軸 Ｑ ２ を 第  
２ 穴 ２ ２ １ ｂ に 挿 通 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ４ １ 】
次 に 、 作 業 者 は 、 図 １ １ （ ａ ） 中 に 矢 印 Ｘ ８ で 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 軸 Ｑ ２ を そ の 先 端 か  
ら 第 ２ 穴 ３ ２ １ ｂ に 挿 通 す る 。 こ れ と 同 時 に 作 業 者 は 、 矢 印 Ｘ ９ で 示 さ れ る よ う に 、 保 持  
部 ３ ２ １ Ｂ を 図 １ １ （ ａ ） の 反 時 計 回 り 方 向 に 回 動 さ せ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ５ 】
工 具 保 持 部 ４ ２ ０ に 六 角 レ ン チ Ｑ を 取 り 付 け る 場 合 、 作 業 者 は 、 六 角 レ ン チ Ｑ の 第 １ 軸 Ｑ  
１ を 第 １ 保 持 部 ７ １ に 挿 通 す る 。 こ の 状 態 に お い て 、 第 １ 軸 Ｑ １ の 外 周 面 と 摺 動 部 ４ ２ １  
Ａ の 第 ２ 部 分 ４ ２ １ Ｃ と が 接 触 す る と と も に 、 第 １ 軸 Ｑ １ が 第 ２ 部 分 ４ ２ １ Ｃ を ト ー シ ョ  
ン ス プ リ ン グ ４ ２ １ Ｇ の 付 勢 力 に 抗 し て 内 方 （ 左 方 ） に 押 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 図 １ ３ （  
ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 回 動 部 ４ ２ １ Ｄ が 軸 部 ４ ２ １ Ｈ を 中 心 と し て 本 体 ハ ウ ジ ン グ ４ １  
１ に 対 し て 回 動 す る 。 つ ま り 、 第 ２ 保 持 部 ４ ２ １ は 、 保 持 位 置 に 向 け て 移 動 す る 。 こ の 状  
態 に お い て 、 作 業 者 は 、 第 ２ 軸 Ｑ ２ を そ の 先 端 か ら 保 持 穴 ４ ２ １ ａ に 挿 通 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ３ 】
第 ２ 保 持 部 ５ ２ ２ は 、 第 １ 保 持 部 ５ ２ １ と 異 な る 位 置 に 設 け ら れ 、 第 １ 保 持 部 ５ ２ １ と 協  
働 し て チ ャ ッ ク ハ ン ド ル Ｑ ´ を 保 持 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 保 持 部 ５ ２ ２ は 、 耐 熱 性  
の 高 い 熱 硬 化 性 の 樹 脂 等 の 弾 性 体 で あ り 、 そ の 一 端 部 が 支 持 部 ５ １ １ Ａ の 溝 ５ １ １ ａ に 固  
定 さ れ る と と も に 、 そ の 他 端 部 を な す 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ が 一 端 部 か ら 略 円 環 状 に 突 出 し て い  
る 。 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ に は 、 保 持 穴 ５ ２ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。



10

20

30

40

50

JP WO2020/230591 A5 2022.2.9(7)

【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ２ 】
こ の 状 態 に お い て 、 作 業 者 は 、 ハ ン ド ル 部 Ｑ ´ １ の 他 端 部 を 保 持 穴 ５ ２ ２ ａ に 挿 通 す る 。  
こ の と き に 、 第 ２ 保 持 部 ５ ２ ２ は 、 自 己 の 弾 性 復 元 力 に よ り 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ を 保 持 位 置 に  
向 け て 回 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 作 業 者 は 、 ハ ン ド ル 部 Ｑ ´ １ を 保 持 穴 ５ ２ ２ ａ に 好 適 に  
挿 通 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ３ 】
ま た 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ は 、 チ ャ ッ ク ハ ン ド ル Ｑ ´ が 工 具  
保 持 部 ５ ２ ０ に 保 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 左 右 方 向 に お け る ハ ン ド ル 部 Ｑ ´ １ の 一 部 を 周  
方 向 全 域 に 亘 り 取 り 囲 ん で い る 。 こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ク ハ ン ド ル Ｑ ´ が 工 具 保 持 部 ５ ２ ０  
か ら 脱 落 し て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 一 方 で 、 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ が 本 体 ハ  
ウ ジ ン グ ５ １ １ に 対 し て 相 対 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る た め 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 保 持  
部 ５ ２ ２ Ａ が ハ ン ド ル 部 Ｑ ´ １ の 一 部 を 周 方 向 全 域 に 亘 り 取 り 囲 む よ う な 構 成 で あ り な が  
ら 、 保 持 部 ５ ２ ２ Ａ を 本 体 ハ ウ ジ ン グ ５ １ １ に 対 し て 相 対 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 保  
持 部 ５ ２ ２ に 対 す る チ ャ ッ ク ハ ン ド ル Ｑ ´ の 着 脱 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
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